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小規模事業者が、商工会の助言等を受けて経営計画を作成・申請し、採択

レジや受発注システムを導入・改修する方への国の補助制度があります。 された場合、その計画に沿って地道な販路開拓等に取り組む費用の２／３が

補助されます。

１ 軽減税率対応レジの導入・回収の支援
補助対象者：商工会の管轄地域内で事業を営む小規模事業者 個人・法人

□今使っているレジが複数税率に対応しているかレジメーカー等に確認する。 補助対象経費：機械装置費・広報費・展示会等出展費・開発費・外注費他

□２０１９年９月３０日(月)までに導入・回収、支払いを完了し、 補助上限額：対象経費の３分の２以内 ５０万円

２０１９年１２月１６日(月)までに補助金を申請する。(事後申請) 実施期間：交付決定日から２０１９年１２月３１日(火)まで

受付締切：一次締め切り ６月２８日(金) [締切日当日消印有効]

●軽減税率(複数税率)対応レジの導入支援 二次締め切り ７月３１日(水) [締切日当日消印有効]

対 象 者：軽減税率対象商品の販売を行っている中小の小売事業者等

補 助 率：原則３／４ なお、３万円未満のレジ購入の場合４／５ 補助金活用の流れ

補助上限：レジ１台あたり２０万円、券売機１台あたり２０万円 １．経営計画の策定・申請書の作成

なお、商品マスタの設定等が必要な場合にはプラス２０万円で ２．商工会へ申請書を提出(商工会から様式 4・様式 6の交付)
上限４０万円 ３．申請内容の審査

１事業所あたり上限２００万円 ４．補助金の交付決定

完了期限：２０１９年９月３０日まで ５．販路開拓等の取組み実施

６．実績報告書を作成し提出

２ 受発注・請求書管理システムの改修
※申請には商工会からの事業支援計画書(様式４)・事業承継診断票(様式

□システムの改修・入替の必要性についてシステムベンダー等に確認する。 ６)の交付が必要です。遅くとも締切 の１週間前までにはお越しく

□補助金の交付申請は原則代理申請となる。 ださい。

※詳細は矢板市商工会ホームページをご覧いただくか、お問合せください。

●受発注システムの改修等支援
対 象 者：軽減税率制度の導入に伴い電子的に受発注を行うシステムの改修

等を行う必要がある中小の小売事業者・卸売事業者等

補 助 率：原則３／４

補助上限：１０００万円(発注システム)、１５０万円(受注システム)

完了期限：２０１９年９月３０日まで 第４回目となる「やいたまちゼミ」の参加店を募集しています。

システム会社に改修を依頼する場合は、２０１９年６月２８日ま 開催期間： ７月２０日(土)～８月３１日(土)

でに事前申請が必要 申込締切： ６月１４日(金)

●請求書管理システムの改修等支援 「まちゼミ」とは、商店街の店主が講師となり、プロならではの
対 象 者：軽減税率制度の導入に伴い請求書管理システム(※)の改修等を行 専門的な知識や情報を地域住民に提供するユニークなゼミナールです。

う必要がある中小の卸売事業者、製造事業者等 商店街としては お店を紹介 できること、個店としては 新規顧客 の

(※区分記載請求書等保存方式に対応した請求書の発行を行うシステム) 獲得 に繋がるなど、この取り組みによって個店同士の 連帯感 がアップ

補 助 率：原則３／４ し、それが面的な 商店街活性化 に繋がるといった効果も期待できる事業で
補助上限：１５０万円 す。

完了期限：２０１９年９月３０日まで

特徴１： ゼミ講師は身近な商店街のお店の人たち。アットホームな

※補助金の詳細は以下のURLをご覧ください。 手作りの講座です。

ｈｔｔｐ：／／ kzt-hojo.JP／ 特徴２： 参加者の方は、お店の専門性を活かして、普段はなかなか知

ることのできない、その道のプロならではの知識が学べます。

特徴３： 講座は商店の応接コーナー等で少人数制で行うことでより

深いコミュニケーションが図れます。

※参加募集等詳細につきましては同封のご案内をご覧ください

〇日 時 ７月１１日(木) 午前１０時～午後３時

〇場 所 矢板市商工会館

《商品券取扱店募集》
※商工会にある借入申込書にご記入いただき、必要書類を提出のうえ、

当日面接(３０分)・審査となります。 矢板市では、

※申込前の事前相談・条件変更の相談でも結構です。 市が発行するプレミアム付商品券の取扱い加盟店を募集して

※必要書類･･･決算書及び確定申告書２年分、最近の試算表、見積書等(設 います。詳細は市からの案内をご覧ください。

備資金)、借入金がある場合は返済予定表

お申し込み・お問合せは矢板市社会福祉課へ(TEL43-1116)
〇申込方法 商工会へお申し込みください。必ず事前にご予約下さい。

商工会会員かわら版商工会会員かわら版

夏季資金等借入個別相談会のご案内(１日公庫矢板支店)

軽減税率対策補助金(レジ補助金) 小規模事業者持続化補助金のご案内

公募開始

されました!

「やいたまちゼミ」参加店募集のご案内
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《キャッシュレス・消費者還元事業とは？》

☑１０月１日以降、対象の店舗でキャッシュレス支払いをした方にはポイント還元等を実施。

☑対象店舗への、キャッシュレス決済の導入を支援。

《軽減税率対策補助金とキャッシュレス･消費者還元事業の比較》

本制度は、飲食料品等を扱う中小･小規模事業者の軽減税率対応を支 本制度は、消費税率引上げ後の消費喚起と中小･小規模事業者の

援する目的から、複数税率対応のレジと併せて、付属機器として決済 キャッシュレス化を推進する目的から、決済手数料の補助に加えて､

端末等を導入する際に係る費用を補助することとしている。 キャッシュレス決済端末の導入に係る費用を幅広く補助することと

している。

①複数税率対応のレジ本体 ①キャッシュレス決済端末

②レジに附属する機器 ②決済端末の利用に必要な付属機器

(決済端末を含む) ③システム利用料、設置費用等

③設置に要する経費 ④タブレット、スマートフォン等

どちらの補助制度を

活用するかを選択

レジ本体 レジ本体＋ 決済端末等

費用の１／４が自己負担 決済端末等(付属機器) ※本制度に参加する各決済事業者が提供するもの

(３／４を国が補助) 費用の１／４が自己負担 ※補助期間終了後も契約を継続する場合は、決済端末等も引き続き利用可能

(３／４を国が補助) 自己負担なし

(国が費用の２／３負担、決済事業者が費用の１／３負担)

ポイント還元問い合せ窓口(中小･小規模事業者向け) 本制度の詳細については、ホームページに掲載

０５７０-０００６５５(ナビダイヤル) https://cashless.go.jp
受付時間：平日１０：００～１８：００(土・日・祝日を除く)

電子的に繰り返し利用できる決済手段

(例：クレジットカード、電子マネー、QRコード等幅広く対象)
事業者の皆様に端末導入のご負担はありません!
制度を使えば決済手数料３．２５％以下!

(さらに実施期間中は、国がその１／３を補助)

対象キャッシュレス手段 決済導入支援

☆消費者還元で集客力UP!
☆レジ締め・現金取扱いコストを省いて業務効率化!

制 度 概 要

制 度 の 活 用 パ タ ー ン

軽減税率対策補助金 キャッシュレス・消費者還元事業

中小･小規模事業者が購入するもの 本制度に参加する各決済事業者が提供するもの

必要な経費の１／４を

中小･小規模事業者が負担、

残りの３／４を国が負担

自己負担なし

飲食料品等を販売し

軽減税率対応が

必要な事業者

軽減税率の対象となる

飲食料品等を

販売していない事業者

中 小 ･ 小 規 模 店 舗

キャッシュレス決済端末等を導入したい場合複数税率対応のレジに併せて

キャッシュレス決済端末等も

導入したい場合

複数税率対応のレジを

導入したい場合

キャッシュレス決済端末等の導入レジの導入 キャッシュレス決済端末等の導入

軽減税率対策

補助金を活用

軽減税率対策

補助金を活用
キャッシュレス･消費者還元事業を活用

レジの導入

決済事業者がプランを提示 その中から望ましいプランを選択して申し込み


